
 

 

 

 

 

 

 

 

第４２回LET九州・沖縄支部研究大会を振り返って 

 

大会実行委員長 竹野 茂 （宮崎公立大学） 

 

 2012年6月 9日に宮崎公立大学にて「ネッ

トワークを用いた英語学習の可能性と課題」と

いうテーマで開催された第 42 回九州・沖縄支

部研究大会から早くも5ヶ月が経ようとしてお

ります。研究大会前の支部だよりでも書かせて

いただきましたとおり宮崎での開催は 17 年ぶ

りでした。17年ぶりということで、大会実行委

員長としても意気込んで準備に取りかかった

わけですが、大会当日が近づくにつれて段々と

不安が増してきたことは否めません。しかし、

事務局長をはじめ大会実行委員会のメンバー

の献身的な働きにより無事終了して、私として

もほっといたしました。 

 大津敦史副支部長の流暢な英語による講師

紹介に続き、神奈川県立国際言語研究アカデミ

アのMarcel Van Amelsvoort先生のCrossing 

Cultures and Aiding Learning: 105 Years of 

Treasure Hunting と題された講演を皮切り

に７本の研究発表・実践報告、最後のシンポジ

ウムまで濃い内容の研究大会になったと思い

ます。 

 ここで講演とシンポジウムについて少し振

り返ってみたいと思います。 

 Amelsvoort 先生の講演では、教室内で使え

るインターネットリソースの収集と活用につ

いて、ローテク環境からハイテク環境まで様々

な環境に応じた側面からお話しいただきまし

た。英語教員として明日から使えるリソースを

紹介いただいたと考えております。 

 シンポジウム「ネットワークを用いた英語学

習の可能性と課題」では、鈴木利彦先生（早稲

田大学）、今岡幸美先生（神田外語大学・神田

外語学院）、住政二郎先生（流通科学大学）と

いう若手の優秀なパネリストを関東・関西から

お招きし、地元のホープである荒木瑞夫先生

（宮崎県立看護大学）がパネリスト兼コーディ

ネータでまとめていただきました。最新の技術

や言語理論を駆使しながら、聴衆にとっては分

りやすいプレゼンテーションをしていただい

たと思います。ネットワークが当たり前の環境

にありながら、実際の教育現場では必ずしも十

分に活用できていない現状があります。そのよ

うな現状を打開する実践やヒントを紹介して

いただき、ネットワークの言語教育への可能性

を広げていくために、研究者として授業者とし

て大変有意義なディスカッションを展開して

いただきました。総合司会の石井和仁先生のお

言葉に「全国研究大会レベルのシンポジウム」

という言葉がありましたが、まさに素晴らしい

内容のシンポジウムであったと思います。この

講演とシンポジウムにつきましては初の試み

としてUstreamでのライブ配信を試みました。 

 その他7本の研究発表・実践報告について詳

細をここで述べることができないのは残念で

すが、いずれ劣らぬ素晴らしい発表であったと

考えております。それぞれの発表の質の高さが
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LET の学会としての存在意義を高めるものだ

と確信いたした研究大会だと思います。 

 協賛いただいた企業の皆様、参加していただ

いたすべての方々、会場関係者職員の皆様あり

がとうございました。また、とりわけ尽力して

いただきました横山彰三先生（宮崎大学）、縄

田義直先生（航空大学校）、川北直子先生（宮

崎県立看護大学）、白坂佳代先生（宮崎県立看

護大学）、荒木瑞夫先生（宮崎看護大学）以上

５名の実行委員の方々には大変世話になりま

した。お名前を挙げさせていただき感謝の意を

表したいと存じます。 

 研究や教育といった個の地道な営みを持ち

寄り、研究大会という場で多くの人とシェアし

ながら新たな取り組みとして作り上げる楽し

みを感じながら大役を務めることができまし

たことは何よりの喜びであり、今後の糧となる

ものとなりました。皆様本当にありがとうござ

いました。まだまだこれからも研究大会は続い

ていきます。次回は西南学院大学にところを変

え、新しい知見を持ち寄り益々発展していくこ

とと期待しております。

 

 

 

第42回九州・沖縄支部研究大会を無事終了して 

 

大 津 敦 史（福岡大学） 

 

2012年6月 9日、前日までの雨模様を忘れ

させるような素晴らしい天気に恵まれ、第 42

回九州・沖縄支部研究大会が、宮崎公立大学を

会場として開催された。今大会のテーマは、「ネ

ットワークを用いた英語学習の可能性と課題」

という、近年 LET が深めてきた究の基本に立

ち返り、今一度その役割を確認する内容であっ

た。10時30分からの受付・登録の後、今大会

の実行委員長でもある竹野茂先生を講師とし

て、「Ustreamの効果的な活用法」と題するワ

ークショップが開催された。Ustreamという動

画配信をどのようにして手軽に実現できるか、

またそれを英語教育にどのように利用するか

について大変有益な紹介をしていただいた。ち

なみに、このワークショップならびに午後から

予定されていた講演とシンポジウムは、この

UStream を用いて実験的にライブ配信された。

仕掛け人はもちろん竹野先生であった。 

開会式を挟んで13時10分より、本学会メー

ルマガジンの連載記事 Treasure Hunt で有名

なあのMarcel Van Amelsvoort先生（神奈川県

立国際言語文化アカデミア）をお迎えして、

Crossing Cultures and Aiding Learning: 105 

Years of Treasure Huntingと題して講演を頂

戴した。マルセル先生の長い経験から、学習者

の4技能の育成に効果的と思われる様々なサイ

トを簡潔な内容説明と共に紹介していただい

た。私個人、このようなサイトはよく知ってい

るつもりでいたが、実際には紹介さ 

れたサイトの半分も知らなかった。 

支部総会を挟んで14時40分より、3教室に

分かれて7つの研究発表と実践報告が繰り広げ

られた。その中には、水野邦太郎生（福岡県立

大学）を研究代表者とする 2010年度支部研究

プロジェクト、また冬野美晴先生（西南学院大

学）を代表者とする 2011年度支部研究プロジ



ェクトの研究報告があり、多くの聴衆の関心を

集めていた。今後この支部研究プロジェクトに

より多くの応募があり、支部内での研究の気運

が一層高まることを祈るばかりである。 

 本大会の極めつけは、本大会のテーマがその

まま演題となったシンポジウムであった。パネ

リスト兼コーディネータは荒木瑞夫先生（宮崎

県立看護大学）、パネリストとして住政二郎先

生（流通科学大学）、鈴木利彦先生（早稲田大

学）、今岡幸美先生（神田外語大学・神田外語

学院）の3人の先生方にご登壇いただいた。そ

れぞれの発表の詳細な内容については、発表要

項と当日配布資料に譲るが、荒木先生にはイン

ターネットを介して複数の国との間でおこな

ったライティング交流 Online Cultural 

Exchange Programについて、住先生には授業

内外での英語学習を統合する試みについて、そ

の背景となる理論を交えながらお話しいただ

いた。鈴木先生からは国際コミュニケーション

教育における ICT活用の実践報告として、早稲

田大学遠隔教育センターが運営する

Cross-Cultural Distance LearningとLMSの

Course N@viについて紹介いただき、また今岡

先生には「セカンドライフ」を利用して独自に

構築された仮想世界利用の実演型英会話授業

Hybrid English Learning Programについて

お話しいただいた。理論と実践の両面で、目か

ら鱗が落ちるような非常に有益な体験であっ

た。 

 事務局発表によれば、参加者総数は 60 名、

企業 11 社より展示協賛を賜った。ここに改め

て感謝を申し述べたい。 

 最後になるが、第 42 回支部研究大会をこの

ように盛会のうちに無事終了できたのも、実行

委員長である竹野先生、シンポジウムを入念に

コーディネートしていただいた荒木先生、この

お2人に負うところ大であった。心からお礼を

申し述べる次第である。 

 

 

第52回LET全国大会報告 

 

荒木瑞夫（宮崎県立看護大学） 

 

 本格的な夏の日が眩しい神戸・岡本の甲南大

学にて、8月7日から9日にかけて、第52回

全国大会が開かれた（大会HPによると参加人

数562名とのことである）。 

 今年は何といっても、安浪誠祐先生（熊本大

学）の LET 学会賞の受賞からお伝えしなけれ

ばならない。ご勤務校でのCALLを含めての多

彩な英語教育実践、VOA などを活用した様々

な英語教材の作成、ESPやコーパス分野でのご

研究などが総合的に評価されての受賞だった。

また、先生はいまや LMS （ Learning 

Management System）のトップブランドと言

ってもよいMoodleの早い段階での紹介者でも

あった。筆者もその恩恵を受けた一人である。



大会2日目の懇親会の最初に、先生の受賞の言

葉を頂く機会があった。穏やかな語り口の中で

も、「初めて目にしたBlackboard（注：これも

LMSの1つ）を使って3日で教材を作成しま

した」というさり気ない逸話に、先生の目前の

課題に対する見通しの確かさ、新しい技術への

評価の的確さ、お仕事の際の集中力などを改め

て想い起こした。その晩は、島谷浩支部長を始

め、連絡が付いた九州・沖縄支部のメンバーで

安浪先生を囲み、三宮に出かけて祝杯をあげた。 

 さて、大会テーマは「外国語教育における学

習・指導・評価の最前線」。基調講演は、Norman 

Segalowitz（Concordia University）、山森光陽

（国立教育政策研究所）、荘島宏二郎（大学入

試センター・東京工業大学大学院）のお三方だ

った（敬称略）。Segalowitz先生が「学習」、山

森先生が「指導」、荘島先生が「評価」という

ことでの人選とのこと。あいにく便の都合で荘

島先生のお話は聞けなかったが、伺うことがで

きたお二人のお話は初めてで、新鮮に聞かせて

頂いた。 

 九州・沖縄支部の会員からの発表は5件あっ

た。昨年より多く、心強く感じた。時間の関係

で私が聞けたのは染矢正一（大分県立芸術文化

短期大学）“Teaching English with a Dash of 

Humor”、中野秀子（九州女子大学）・夏目季代

久（九州工業大学大学院）「Beat音のある英語

リズム教材による英語リズム習得と脳波変化」、

ペニントン和雅子（西南学院大学）“Learner 

training based on critical thinking theory: 

Developing autonomous learners”の3件だっ

た（敬称略）。染矢先生は持ち前のユーモアを

惜し気もなく披露され、中野先生らのご発表は

ご自身の博士論文の研究とのことで非常に充

実したご発表であり、ぺニントン先生のご発表

はcritical thinkingを英語教育にとり入れると

いう先駆的な試みの紹介だった。その他に志水

俊広先生（九州大学）が「多様な大学環境にお

ける英語eラーニング：ラーニングマネジメン

トの違いがもたらすもの」という名のシンポジ

ウムでパネリストとして、また奥田裕司先生

（福岡大学）が賛助会員2名の方と「デジタル

拡張型英語テキストの開発―授業内環境の調

和構築を目指して―」というタイトルでご発表

された。いずれも注目度が高く、会場が盛り上

がったと伺った。 

 その他の心に留まった点としては、来場者に

「託児コーナーを設置すべきか」のアンケート

が行われていた。他学会でも同種の動きが増え

ており、導入の方向性で進めて頂ければと思う。 

 ところで、2014 年には、全国大会が福岡に

やってくる。毎回、LETの全国大会は支部のカ

ラーが際立っているように思うが、今度の福岡

大学での大会では、どのような支部のカラーが

出せるだろうか。ご発表も含め、今後ますます

支部会員の皆様の積極的なご参加とご協力を

ぜひお願いいたします。 

 

研究発表の様子（染谷正一先生） 



学会賞を受賞して 

 

安浪誠祐（熊本大学） 

 

この度、2012 年度外国語教育メディア学

会賞（授業実践賞）を頂き、誠にありがと

うございます。ご推薦頂きました九州・沖

縄支部長の島谷浩先生を始め、審査頂きま

した理事の皆様、そして学会会員の皆様に

心より感謝申し上げます。表彰式では、学

会賞選考委員会委員長の久保田章先生よ

り、授賞理由などについて、身に余るお言

葉を頂きありがとうございました。 

受賞対象業績は、2003年度から開始して、

現在も継続している「ICT を活用した英

語学習支援」です。この ICT を活用した

英語学習支援では、CALL 教材を用いた授

業の学習効果・成果を確認するために、ウ

ェブ上の素材を基に副教材として開発し

たオンライン教材を LMS システム

Blackboard（旧名称：WebCT）上で学生

に提供しています。これらの実践および成

果については学会などで可能な限り数多

く発表してきました。 

ICTを活用した学習支援を始める前から、

CALL 教材を用いた授業の中で、VOA の

記事が何らかの形で利用できないものか

と考えておりました。パソコン室で授業を

行う場合には、紙ベースの教科書ではなく、

オンラインで教材が展開できて、成績処理

や結果表示なども瞬時にできる仕組みが

必要と考えました。そこで、当時、カナダ

で開発されて米国を始め英語圏の大学で

運用が開始されていた WebCT に目を付

けました。WebCTが日本に紹介された当

初は、WebCT関係の研究会に参加しても

ほとんどが情報系の先生方ばかりで、英語

の教員は私一人しかいませんでした。 

勤務校の熊本大学に WebCT を導入する

ために、私自身で「WebCT を活用した英

語学習支援システム構築」というプロジェ

クトで学長裁量経費に応募しましたが、幸

運にも 1 年間に限って採択され、WebCT

が運用できるようになりました。しかし、

WebCTの使い方を熟知している方が身近

にいらっしゃらなかったため、独力でシス

テム導入から 1 週間以内に授業で運用で

きるようにしなければならない状況でし

た。これはその後のシステム運用や授業実

践を行う上でとても良い経験となりまし

た。翌 2004 年度からは情報基盤センター

が WebCT を管理して、全学的に運用でき

るようになりました。 

当初は、WebCTを用いた英語学習支援は、

私のクラスのみで行っていましたが、6年

前からは他の教員が担当する CALL 教材

を用いたクラス（前学期・後学期合計で

22 クラス）でも、オンライン教材などが

利用されています。 

WebCT で利用している VOA の記事は

public domain ですが、念のため VOA へ

連絡を取り、医学部のクラスでは

Standard English の中の健康に関するト

ピックを、それ以外の学部のクラスでは

Special English の中の健康と環境に関す

るトピックを、オンライン教材の素材とし

て使用しています。教材コンテンツは使い

まわしをすることなく、毎学期新しいもの

を作成することにしています。ここで開発

したオンライン教材を基にテキストとし

ても出版していますが、お陰様で、現在７

冊目となっています。 

また、2004 年度からは高等学校に対する

Moodle を用いた英語学習支援を開始し、

私が所有する Moodle サーバーや学長裁

量経費によって契約した学外のホスティ



ングサービスを使用して、高大連携や大学

間連携に発展させました。 

 現在、巷には様々な形態の ICT が溢れて

いますが、ICT に操られることなく、教

員が主体的に ICT を活用すべきではない

かと、私自身も肝に銘じています。この度

の受賞を契機に、ICT を活用した英語学

習支援を更に発展させたいと考えていま

す。今後ともどうぞよろしくお願い致しま

す。

表彰式にて （8月 8日, 左より竹内理会長,  

安浪先生, 島谷支部長） 

 

 

LET2012 年度 理事会報告 

 

竹野 茂 （宮崎公立大学） 

 

 2012年8月7日に甲南大学岡本キャンパ

スにて、LET 全国研究大会に先立って開催

された理事会の報告をさせていただきます。

その他を含めまして 12件の審議事項、6 件

の報告事項について話し合われました。 

 審議に先立ちまして IALLT 50 周年記念

大会(FLEAT VI)共催について説明される

ため参加予定であった Tom Hammond 先

生のオブザーバー参加はご母堂の急逝にと

もない取り止めとなったとの報告がありま

した。 

12 件の審議内容については以下のとおり

です。 

1) FLEAT VI共催について (会長から) 

・ IALLT会長から2015年に8/10-15日 

Harvard大学にて開催予定で、IALLT設立

50周年記念となります。LETの共催の件に

ついて承認されました。 

2) 本部サーバ管理外部委託について

 (本部事務局長から) 

委託業者は(有)アゼットとし、「バックア

ップあり」の料金で同社に委託することを

理事会として承認されました。全国大会の

発表申し込み、発表要項原稿提出等もこの

システムで行える旨の説明があり、今後の

使用に関しても同意が得られました。 

3) IDシステム委員会について (本部事務

局長から)  

・ サーバ外部委託に伴い委員会を解散とす

る提案がなされ、理事会として原案通り了

承されました。  

・ 会長から、吉成理事の本学会ウエッブ運

営に対する長年の多大な貢献に関して、学

会としての謝意が表明されました。 

4) 関連学会との連携について (本部事務

局長から)  



・教育学関連学会連絡協議会(仮称)結成準

備会について、参加することが承認されま

した。準備会への参加者については会長に

一任することとなりました。 

・ 日本e-Learning学会講演会協賛について

別紙に基づいて説明があり、協賛すること

が理事会として承認されました。 

・ 言語系学会連合加盟継続について 

加盟を継続するかどうかを審議しました。

会長から、これまでの本学会連合の運営方

法について LET として申し入れを行った

上で、理事会として今年度は継続を了承し

ました。また、JACET 等の他学会と連携

して改善を働きかけ、今後改善が行われな

い場合は、 脱退も視野に入れたいとの補足

もありました。 

5) 支部提案事項について (提案支部から)  

支部長連絡会にて調整が行われており、別

紙追加資料に基づいて会長より個別に説明

がなされました。 

・関東支部 

退会方法のホームページ記載は、語句を調

整の上、 早急に実施することが了承されま

した。 

除名者復権の案件は、2010年度第3回支部

長連絡会の議案として既に出されていたも

のであるが、理事会として承認しました。

文中の「過去2年分の年会費」とは、除名時

の年会費に基づくものであること、「その

年度」は復帰する時点での会員ステータス

に基づく年会費とすることが確認されまし

た。また、過去2年分 の年会費は、当時所

属していた支部に対して支払われることも

確認されました。会員の休会の制度化につ

いては、システム変更等が必要なことから、

今後様子を見ることとなりました。 

・中部支部 

学生会員の会員期間を現行の2年から1年

に変更する件について、会員(個人、学生)

には3月にメールを送って確認する方向で

提案がなされ了承された。 

6) 全国大会会費徴収と事前登録制につい

て (本部事務局長から) 

別紙追加資料に基づいてWG検討内容の説

明あり。 

WGからの答申結果を受けて、大会参加費

については、来年度は徴収しないことが提

案されました。なお、それ以降の年度につ

いては、今後の支部長 連絡会議で継続審議

すること、事前登録制、支部受付設置につ

いても、今後、支部長連絡会議で検討する

ことがあわせて提案されました。 

審議の結果、これを理事会として承認しま

した。  

 

7) 編集委員会提案 (機関誌編集委員会事

務局から) 

・会員外の査読依頼について 

（a）機関誌編集委員長が嘱託を依頼（b）

理事会で報告（c）謝礼はなしの3点を前提

として会員外の査読者を認める件について、

理事会として承認しました。  

・編集規定改訂について 

昨年来の査読審査方法変更に合わせて編集

規定の変更について、理事会として承認し

ました。 

なお、水本担当本部幹事から編集規定第5

条を、「...編集委員会規定第2項で定める査

読者...」を「...編集委員会内規第3条2項で

定める査読者...」と修正したいとの提案が

ありましたが、査読者の選出についての文

言は編集委員会内規ではなく編集規定に書



くべきではないかとの意見および内規の内

容変更については、報告事項ではなく審議

事項にすべきで、査読者の自動継続につい

ても問題があるのではないか、との意見が

出され、審議いたしました。 

その結果、これについては、過去の議事録

でこれまでの議論の方向性を確認すること、

ならびにその結果を受けて、必要があれば、

支部長連絡会議において議論することで了

解されました。 

8) 2011年度本部事業報告について (本部

事務局長から)  

9) 2011年度本部決算(案)について (本部

事務局長から)  

資料に基づいて説明があり、これを受けて、

8), 9)を理事会として承認しました。 

10) 2012 年度本部事業計画について

 (本部事務局長から)  

11) 2012 年度本部予算(案)について

 (本部事務局長から) 

議案10), 11)について資料に基づいて説明

があり、若干の修正を施した上で、理事会

として、これを了承しました。 

12) その他 ・ 非会員の本部機関誌の購読

の件について 

来年度からは非会員(書店取り次ぎ)には販

売しないことを了承しました(必要な場合

は団体・個人会員手続きを取って頂く)。な

お、問い合わせに対しては、バックナンバ

ーは発行1年後から学会HPやCiNiiで確認

できることも同時に伝えることで同意が得

られました。 

 6件の報告事項については、以下のとおり

です。  

1) 本部報告 

・各支部選出本部役員について 

・2012年度賛助会員について 

・2012年度会員数について  

・Newsletter No.93発行 

・会費請求振込用紙レイアウトの一部変更 

上記事項について、各担当者から資料に基

づいて説明がなされた。 

2) 各種委員会からの報告  

・機関誌編集委員会 (機関誌編集委員長

から) 

資料に基づいて説明がなされ、編集規定と

編集員会内規の一部変更を行うことが報告

されました。 

なお、査読の匿名性と中立性を高めるため、

水本担当本部幹事より、査読者の氏名は今

後各支部のHP(役員リスト)には掲載しな

いようにして頂きたいとの依頼があり、こ

れを認めました。 

・学会賞選考委員会 (学会賞選考委員長か

ら) 

資料に基づき、選考経緯の報告があり、授

業実践賞を1件選定した。 

会長から、理事各位に、今後はさらに積極

的に推薦をするよう依頼がありました。ま

た、未だ受賞者が出ていない論文賞などに

も、推薦をしていただきたい旨、依頼があ

りました。 

・メルマガ編集委員会 (編集委員長から)  

資料に基づいて報告されました。 

・国際交流委員会 (国際交流委員長から)  

追加資料に基づいて説明があり、委員の変

更（土屋武久→Marcel Van Amelsvoort）

が報告されました。 

3) 各支部報告 (各支部長から)  

・ 2011年度各支部事業報告・決算につい

て  



・ 2012年度各支部事業計画・予算につい

て 

資料の内容について確認されました。  

4) 来年度の全国大会開催予定(担当支部、

日程)について (関東支部長から) 

場所:文京学院大学(東京都文京区) 日

時:2013年 8/7−9日に開催予定であること

が報告されました。 

5) 今後の全国大会開催について (会長

から)  

・ 全国英語教育学会との日程調整について

説明があり、なるべく早い時期に日程を決

定し、交渉した方がよいため、できるだけ

早く(2年前の3月頃までに)日程と場所を

決定頂きたいとの要請がありました。 

・ 2014年度の全国大会は福岡大学で8/4−6

日に開催予定であることが報告されました。 

これと関連して、本部事務局長から、各支

部に過去の全国大会開催情報、ならびに大

会要項があれば、本部事務局に送って頂き

たいとの依頼がありました。  

また、今年度より実施した IALLT 会員の

発表受付および英語セッションの実施につ

いても、継続して行うよう要請があり、こ

れを認めました。 

 

 

 

6) その他 

・ 本部事務局長から、資料に基づき諸学会

との連携について説明がありました。また、

ELECポータルサイトについては利用依頼

があったとの報告がありました。 

6. ネット稟議追認事項 (会長から)  

1) LET 賞の選考について 

2) オブザーバーの陪席について  

3) 学会ウエッブページ外部委託の方向性

および手順について  

4) 教育学に関する学会ネットワークから

の提案 

上記4件については、ネット稟議の際に異議

が無かったので、承認されたものとしたい

との提案があり、これを認めました。 

 

 

 

2012年度支部総会ならびに全国研究大会の準備について 

 

LET九州・沖縄支部長 

島 谷  浩 

 

2012 年度支部総会について 

 

第 42回支部研究大会当日に開催された支

部総会の議題と報告について、ご報告いた

します。 

 

＜議題＞ 

（１）2011 年度支部事業報告・支部決算

報告書について 

2011 年度支部事業報告と支部決算報告書

が報告され承認されました。詳細は、資料

①と資料②をご覧ください。 



 

（２）2012 年度支部事業計画案・支部予

算案について 

2012 年度支部事業計画案と支部予算案が

提案され承認されました。詳細は、資料③

と資料④をご覧ください。 

（３）2014年度 LET 全国研究大会につい

て 

2014年度の LET全国研究大会は、本支部

が担当することになっておりますが、その

期日と会場が次のように提案され、承認さ

れました。 

期日：2014 年 8 月 4 日（月）～8 月 6 日

（水） 

会場：福岡大学 

 

 

＜報告＞ 

（１）2012年度～2013年度の支部役員に

ついて 

2012 年度～2013 年度の支部役員につき

ましては、昨年度末に支部メーリングリス

トにおいて承認いただいた役員リスト（資

料⑤）が報告されました。 

 

（２）第 43 回支部研究大会の開催地につ

いて 

来年の第 43 回支部研究大会は、西南学院

大学において開催されること、また、大会

実行委員長は、川瀬義清先生（西南学院大

学）にご担当いただくことが報告されまし

た。 

  

 



＜九州・沖縄支部 2011年度事業報告＞ 

 

2011年 

4月 1日  LET九州・沖縄支部第 7回研究プロジェクトチーム（新規） 

テーマ：「英語母語話者と日本人学習者における受動文の用法比較—認知言語

学と英語教育学的観点から—」 

 代表者：冬野美晴（西南学院大学大学院生） 

 

4月 30日 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 1回） 

 

5月 15日 LET九州・沖縄支部「支部だより」（電子版）第 55号発行 

 

6月 4日 LET九州・沖縄支部評議員会（筑紫女学園大学） 

6月 4日 LET九州・沖縄支部総会（筑紫女学園大学） 

6月 4日 LET九州・沖縄支部 第 41回支部研究大会（筑紫女学園大学） 

   大会テーマ：「こうすればできる！小学校外国語活動」 

   ＜講演＞ 講演者：金森 強（松山大学） 

        題  目：『これで大丈夫！小学校「外国語活動」—より良い実施のた 

めの留意点』 

   ＜ワークショップ＞ 

   『ICT活用で，頭が動く，心が動く外国語活動を』  

前田陽子（熊本大学教育学部附属小学校） 

   

『児童の心を育む外国語活動とは？—「英語ノート＋アルファ」』 

高橋美由紀（愛知教育大学） 

 ＜シンポジウム＞ 

  『こうすればできる！小学校外国語活動』 

   コーディネーター：高橋美由紀（愛知教育大学） 

   コメンテーター：金森 強（松山大学） 

   パネリスト：池浦真理（元福岡市立小学校教諭・英語で楽し 

む紙芝居研究会代表） 

               橋口公一（福岡教育事務所教育指導室・主任指 

         導主事） 

               前田陽子（熊本大学教育学部附属小学校） 

    

7月 2日 LET九州・沖縄支部，JACET九州・沖縄支部合同春季学術講演会 



場 所：西南学院大学 2号館 8階 大会議室 

講演者：Michael Byram（Professor Emeritus, University of Durham） 

演 題：The Common (European) Framework of Reference—Teaching 

foreign languages, plurilingualism and intercultural 

competence 

 

8月 6日 LET支部長連絡会・各種委員会・理事会 

 

8月 6日〜8月 8日  第 51回全国研究大会 

会  場：名古屋学院大学白鳥キャンパス 

大会テーマ：「外国語学習での自律性と継続性」 

 

10月 8日 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 2回） 

 

11月 28日  LET九州・沖縄支部「支部だより」（電子版）第 56号発行 

 

12月 3日 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 3回） 

 

12月 3日 秋季学術講演会 

場所：西南学院大学 2号館 8階 大会議室 

講演者：染矢正一先生（大分県立芸術文化短期大学） 

演題：教材開発の実践と作成手順 

 





2012 年度～2013 年度 LET 九州・沖縄支部役員 

 

名誉支部長 

池浦貞彦 （福岡教育大学名誉教授）      

 

支部長 

島谷 浩（熊本大学）     

   

副支部長 

石井和仁（福岡大学）・大津敦史（福岡大学）    

     

事務局長 

長 加奈子（北九州市立大学） 

    

理事 

石井和仁（福岡大学）・島谷 浩（熊本大学）・大津敦史（福岡大学） ・竹野 茂（宮崎公立

大学）  

    

会計監査 

林 千晶（福岡女学院大学） ・土持かおり（鹿児島県立短期大学） 

     

運営委員（50 音順）20 名 

荒木瑞夫（宮崎県立看護大学）・石井和仁（福岡大学）・大薗修一（九州産業大学）・大津敦史

（福岡大学）柿元悦子（九州産業大学）・川尻 徳（久留米工業大学非常勤）・木下正義（西南

学院大学非常勤）島谷 浩（熊本大学）・田口 純（筑紫女学園大学）・武井俊詳（西南学院大

学）・竹野 茂（宮崎公立大学）田上優子（福岡女子大学）・長 加奈子（北九州市立大学）・

中島 亨（福岡教育大学）・中野秀子（九州女子大学）仲山雄二（大津高等学校）・古村由美子

（九州大学）・松崎 徹（筑紫女学園大学）・山内ひさ子（長崎県立大学）米岡ジュリ（熊本学

園大学） 

    

評議員（50 音順）32 名 ＊は運営委員を兼ねる 

荒木瑞夫*（宮崎県立看護大学）・石井和仁*（福岡大学）・綱 智子（福岡教育大学非常勤）・大

薗修一*（九州産業大学）大津敦史*（福岡大学）・奥田裕司 （福岡大学）・柿元悦子*（九州産業

大学）・柏木哲也（北九州市立大学）川尻 徳*（久留米工業大学非常勤）・木下正義*（西南学院

大学非常勤）・坂元真理子*（鹿児島工業高等専門学校）・島谷 浩*（熊本大学）・染矢正一（大

分県立芸術文化短期大学）・田口 純*（筑紫女学園大学）田上優子*（福岡女子大学）・武井俊詳



*（西南学院大学）・竹野 茂*（宮崎公立大学）・長 加奈子*（北九州市立大学）東矢光代（琉

球大学）・中島 亨*（福岡教育大学）・中野秀子*（九州女子大学）・仲山雄二*（大津高等学校）

林 日出男（熊本学園大学）・樋口晶彦（鹿児島大学）・古村由美子*（九州大学）・ペニントン和

雅子（西南学院大学）松崎 徹（筑紫女学園大学）・水野邦太郎（福岡県立大学）・安浪誠祐（熊

本大学）・山内ひさ子*（長崎県立大学）與古光 宏（九州産業大学）・米岡ジュリ*（熊本学園大

学） 

 

学会誌編集委員 

樋口晶彦（鹿児島大学）・林日出男（熊本学園大学）・折田 充（熊本大学） 

    

国際交流委員 

染矢正一（大分県立芸術文化短期大学） 

 

学会賞選考委員  

山内ひさ子（長崎県立大学） 

 

メールマガジン担当委員  

田口 純（筑紫女学園大学）・古村由美子 （九州大学） 

 

学会誌査読専門委員  

荒木瑞夫（宮崎県立看護大学）・東矢光代（琉球大学）・安浪誠祐（熊本大学）・横山彰三（宮

崎大学）米岡ジュリ（熊本学園大学） 

 

支部紀要編集委員  

中野秀子（九州女子大学）・金岡正夫（鹿児島大学）ペニントン和雅子（西南学院大学）・森礼

子（福岡県立大学）米岡ジュリ（熊本学園大学） 

   

「支部だより」編集委員 

田上優子（福岡女子大学）・松崎 徹（筑紫女学園大学）・事務局 

  

 



＜九州・沖縄支部 2012年度事業計画＞ 

 

2012年 

1月 28日 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 4回） 

 

1月 29日 支部長連絡会 

   場所：大阪ガーデンパレス 405号室 

 

3月 1日  LET九州・沖縄支部紀要第 12号発行 

 

3月 9日 LET九州・沖縄支部理事会 

 

3月 16日 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 5回） 

 

2012年  

4月 21日 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 1回）  

 

5月 15日 LET九州・沖縄支部「支部だより」（電子版）第 57号発行  

 

6月 9日 LET九州・沖縄支部評議員会（宮崎公立大学）  

  

6月 9日 LET九州・沖縄支部総会（宮崎公立大学） 

  

6月 9日 LET九州・沖縄支部 第 42回支部研究大会（宮崎公立大学） 

  大会テーマ： 「ネットワークを用いた英語学習の可能性と課題」 

  ＜講演＞ 講演者：Marcel Van Amelsvoort 先生 

（神奈川県立国際言語文化アカデミア） 

題目：Crossing Cultures and Aiding Learning: 105 Years of 

Treasure Hunting 

 ＜ワークショップ＞ 

   『Ustream の効果的な活用法』 竹野 茂先生（宮崎公立大学）

 ＜シンポジウム＞ 

 『ネットワークを用いた英語学習の可能性と課題』 

   コーディネーター・パネリスト： 

荒木 瑞夫 先生（宮崎県立看護大学） 

 『インターネットで宮崎と海外をつなぐ――看護大学生の 



              国際ライティング交流』 

     パネリスト： 

住 政二郞 先生（流通科学大学） 

   『授業内外の外国語学習を統合する試み』 

  鈴木 利彦 先生（早稲田大学） 

   『国際コミュニケーション教育における ICT活用の実践と課題』 

  今岡 幸美 先生（神田外国語大学・神田外語学院） 

   『「仮想世界を利用した実演型英会話授業」の実施』 

     

7月中旬 春季学術講演会 

 

8月 7日 LET支部長連絡会・各種委員会・理事会  

 

8月 7日〜8月 9日  第 52回全国研究大会  

会  場：甲南大学  

大会テーマ：「外国語教育における学習・指導・評価の最前線」 

 

9月下旬 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 2回）  

 

11月 1日 LET九州・沖縄支部「支部だより」（電子版）第 58号発行  

 

11月中旬 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 3回）  

 

11月中旬 秋季学術講演会 

 

2013年  

1月上旬 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 4回）  

 

3月 1日 LET九州・沖縄支部紀要第 13号発行  

 

3月下旬 LET九州・沖縄支部運営委員会（第 5回）  

 

  

※LET九州・沖縄支部理事会，運営委員会，研究大会実行委員会，紀要編集委員会，各種研

究会，「支部だより」編集委員会，研究プロジェクトは必要に応じて随時開催。 



収入の部
項　目 予算額（円） 前年度予算

前年度繰越金 284,750 485,051
個人会員 @6,000 ×110件 660,000
学生会員 @3,000 ×4件 12,000
団体会員 @6,000 ×12件 72,000

内訳 1.　展示協賛金 200,000 第42回支部研究大会展示協賛

　　 2.　広告掲載料 300,000
支部紀要第12号・第13号への広告掲
載料

　　 3.　寄付金その他 1,000 寄付，利息等
　　 4.　紀要投稿料 100,000 支部紀要第12号・第13号への投稿料
　　 5.　学会当日会費 10,000 第42回支部研究大会における資料代

支部積立金より繰入 0 0

合　　計 1,639,750 1,716,051

支出の部
項　目 予算額 前年度予算

支部大会開催費 428,600 250,000

人件費 10,000 10,000
印刷費 400,000 400,000
通信費 100,000 100,000

会議費 100,000 100,000

謝礼費 48,000 48,000
旅費 200,000 200,000
事務局費 30,000 50,000
学術講演会 60,000 60,000
支部負担金 107,550 本部への支払い 　　　　　（ 0.15 ×717,000） 147,600
支部研究プロジェクト補助費 0 130,000
会費徴収委託費 62,500 １人500円×125名 62,500
雑費 10,000 50,000
支部積立金 80,000 100,000

支部運営予備費 3,100 7,951
合　　計 1,639,750 1,716,051

事務局長　長 加奈子

2012年度　外国語教育メディア学会九州・沖縄支部　予算

振り込み手数料等

学会費 744,000

2012年4月1日

備　考

宛名ラベル，領収書，文具等
春季・秋季の２回

第42回支部研究大会予算（大会準備金，講師謝礼，講師旅費，アルバイト人件費，
懇親会費補助等）
事務局アルバイト
支部紀要第12号，第13号，第42回支部研究大会プログラム・発表要綱等の印刷

外国語教育メディア学会九州・沖縄支部

事務局謝礼
支部運営委員会，紀要編集委員会等への参加補助

雑収入 611,000

（2012年3月31日付支部積立金残高：2,931,131円）

備　考

723,000

508,000

送料
支部運営委員会，紀要編集委員会，支部大会実行委員会，評議員会等の開催に伴う
経費



全国研究大会の準備について 

 

 支部総会において、2014 年度 LET 全国

研究大会の開催日程と会場校が承認された

ことを受けて、第 2回支部運営委員会（10

月 13 日開催）において、全国研究大会実

行委員会についての話し合いを行いました。

全国大会実行委員長には、前支部長の大津

敦史先生（福岡大学）に、ご担当いただく

ことになりました。全国大会事務局長は、

田上優子先生（福岡女子大学）にお願いす

ることになりました。 

 大津大会実行委員長と田上大会事務局長

を中心に、これから全国大会の準備が進め

られていくことになりますが、支部の皆様

には、さまざまな形でご協力をお願いする

ことがあるかと思います。大会成功のため

には、支部全体で、準備に取り組む必要が

あるかと思います。ご協力のほど、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

  

 

 

  

 

＊～＊～＊～事務局からのお知らせ～＊～＊～＊ 

 

【新会員】 

＜個人会員＞ 

  奥田 阿子（長崎大学） 

  丸尾 加奈子（福岡大学） 

 

【2012 年度秋季学術講演会】 

以下の日程で 2012 年度秋季学術講演会が

開催されます。講演会終了後，懇親会を予

定しております。詳細につきましては，決

まり次第支部 HP に掲載いたします。 

 

日時：  2012 年 12 月 1 日(土) 15：30～

17：00 

会場：  西南学院大学 ２号館 大会議室 

     

http://www.seinan-gu.ac.jp/campusmap.h

tml 

講師：  小野 博先生（福岡大学・昭和大

学客員教授，日本リメディアル教

育学会ファウンダー） 

演題：  グローバル化時代で益々重要性が

増した英語教育—モチベーション

を高める方策でどこまで学習効

果が上がるか— 

参加費： 無料 

 

【第 43 回支部大会】 

第 43 回支部研究大会が以下の日程で開催

されます。 

 

期日： 2013年 6 月 8 日（土） 

会場： 西南学院大学（福岡県福岡市） 

大会テーマ：（仮）「コーパスと英語教育」 

口頭発表受付：2013年 1月中旬より（予定） 

 

【第 53 回全国大会】 

第 53回 LET全国大会が以下の日程で開催

されます。 



 

期日：2013 年 8 月 7 日（水）から 9日（金） 

会場：文京学院大学（東京都文京区） 

 

【第 54 回全国大会】 

第 54 回全国大会は，以下の日程で九州・

沖縄支部での開催となります。 

 

期日：2014 年 8 月 4 日（月）から 6日（水） 

会場：福岡大学（福岡県福岡市） 

 

【支部研究プロジェクト】 

今年度の締め切りは 2013年 2月末日です。

多くのプロジェクトの応募をお待ち申し上

げております。詳細につきましては，支部

ホームページのプロジェクトに関する規定

をご覧ください。 

 

【会費納入のお願い】 

2012 年度までの会費をまだ納入されてい

ない会員の方は，お早めにお振り込みいた

だきますようお願いいたします（個人会

員・団体会員は 6000円，学生会員は 3000

円）。未納の状態が続く場合には支部からの

発送物を停止させていただく場合がござい

ます。支部の円滑な運営の為にもご協力お

願いいたします。なお住所・所属等に変更

が生じた場合には，学会本部の HP より変

更していただきますようお願い申し上げま

す。 

 

 

 

【LET ホームページ】 

＜LET 本部＞ http://www.j-let.org 

＜LET 九州・沖縄支部＞ http://www.j-let-ko.org/ 

 

【LET 九州・沖縄支部事務局】 

 〒808-0135 北九州市若松区ひびきの１−１ 

 北九州市立大学 長 加奈子研究室内 

 

 

 


